
(6) 平成5年 8月 15日広報ひらつか

「なんでも夜市」

7月:H臼、見附台公園でなんでも夜市

が聞かれた。夕涼みを兼ねて集まったの

は親子連れ、仲間連れなど様々。元気良

く売る掛貯声に人墳が できた。

盛況な

第 509号

-
0
私
の
家
族

・

お
父
さ
ん
を
筆
頭
に
、
十
歳

••• • •• • • • 
鹿か

角Z

市し

弥
重
マ
サ
子
さ
ん
(南
豊
田
)

私のふるさと

国

ゆ
行
ゐ
M
宣

明飼
料
示

・
子
育
て
の
情
報
交
換

双
子
を
持
つ
母
親
の
グ
ル
ー

プ
、
プ
チ

・
ぺ
ア
1
ズ

・
ク
ラ

ブ
で
は
仲
間
を
拡
鈍
し
て
い
る
。

母
親
自
身
の
ス
ト
レ
ス
解

消
、
育
児
上
の
困
り
事
な
ど
、

回
覧
ノ
l
ト
を
中
心
に
情
報

交
換
を
行
い
、
親
交
を
深
め

て
い
る
。
プ
チ
・
ベ
ア
l
ズ

・

グ
ッ
ズ
作
り
、
会
報
発
行
な
ど

も
計
画
中
。
よ
ろ
し
か
っ
た
ら

ご
連
絡
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
プ
チ

・
ペ

ア
1
ズ

・
ク
ラ
ブ
事
務
局
(
電

話
お
|
六
五
六
ニ
)
へ
。

-
平
塚
あ
る
く
会
例
会

マ
日
時

8
月
幻
臼
(
日
)
、

降
水
確
率
刊
が
以
上
の
場
合
は

却
臼
(
日
)
、
以
後
中
止

・
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
前

午
前
8
時
、
参
加
自
由

マ
コ
l
ス
平
塚
駅
|
北
鎌
倉

駅・・
・散
在
ケ
池
森
林
公
園
・
・
・
称

名
寺
・
・
・
田
谷
の
洞
窟
・
・・
大
船
駅

|
平
塚
駅

マ
持
参
す
る
物
弁
当
、
雨
具
、

参
加
料
ニ
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
あ
る

く
会
事
務
局
(
屯
話
訂
|
三
四

O
ご

-
バ
ン
ド
仲
間
を
募
集

バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
、
ロ
リ
ポ

ッ
プ
で
は
ギ
タ
ー
ボ
ー
カ
ル
を

募
集
し
て
い
る
。

。
譲
り
た
い
物
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ

ア
、
七
五
三
用
活
物
(
女
の
子
用
)
、

子
供
用
一
輪
車
、
沼
気
ス
タ
ン
ド
付

き
机
、
げ
た
箱
、
一
一段
ベ
ッ
ド
、
和

風
蛍
光
灯
、
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ

ー
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
周
ふ
ろ
お
け

・

ふ
ろ
鐙
、
悲
石
セ
ッ
ト
、
日
勺
自
転

車
、
手
動
編
み
機
、
お
ま
る
(
女
の

鉱
山
跡
に
造
ら
れ
た
鉱
山
地
底
博
物
館

の
長
男
、
十
か
月
の
次
男
と
の

四
人
家
族
。

激
し
く
動
き
回
る

子
供
の
後
を
追
い
掛
け
な
が

ら
、
毎
日
が
子
供
中
心
に
動
い

て
い
ま
す
。

。
私
の
ふ
る
さ
と

青
森
、
秋
田
、
岩
手
の
三
県

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
留
し
、
十
和

田
八
幡
平
国
立
公
闘
と
い
う
、

す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
に
あ
る

子
用
)
、
回
転
座
い
す
、
整
理
だ
ん

す
、
子
供
服
(
女
の
子
用
)
、
鏡

台
、
洗
油
機

(
2
梢
式
)
、
冷
暖
房

器
具
、
ゴ
1
カ
l
ト、

=一
輪
車

。
諮
っ
て
ほ
し
い
物

ベ
ビ
ー
カ
ー

(B
型
、
双
子
用
)
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
、
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
、
男
子
衣

如
、
ソ
フ
ァ
ー
、
ホ
1
ム
ベ
I
カ
リ

印
《
〉

ω年
代
の
ポ
ッ
プ
ス
を

中
心
に
ダ
ン
ス
音
楽
、
ロ
ッ
ク

ン
ロ
ー
ル
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

曲
を
演
饗
し
て
い
る
。
練
瑚
日
は

月
2
3
3
回
(
日
臨
臼
)
、
官

少
年
会
館
で
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ロ
リ
ポ
ッ

プ
事
務
局
(
電
話
回
|
=
一四
八

一
)
へ
。

-
楽
し
い
ハ
ン
ド
ベ
ル

さ
く
ら
ん
ぼ
ジ
ュ
ニ
ア
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

ハ
ン
ド
ベ
ル
を
使
っ
て
楽
し

く
リ
ズ
ム
遊
び
を
す
る
会
。
小

学
2
年
生

1
6年
生
の
女
子
が

対
象
で
、
練
習
は
月
2
回
(
日

曜
日
午
前
日
時

1
ロ
時
)
、
可

ー
、
母
子
レ
ン
ジ
、
琴
、
エ
レ
ク
ト

ー
ン、

M
勺
自
転
車
、
ハ
イ
チ
ェ

ア
、
絵
本
、
ベ
ビ
l
シ
1
ト
、
冷
蔵

庫
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

剣
道
防
具
一

式
、
植
物
画
の
テ
キ
ス
ト

。
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ
く

り
幌
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六
三
)

へ。

•••• 

の
が
、
私
の
ふ
る
さ
と
鹿
角
市
た
ち
ま
し
た
。
子
供
と
一
緒
に

・

で
す
。

思

い

切

り
楽
し
め
る
総
合
公
園

川

長
い
問
、
尾
去
沢
鉱
山
な
ど
は
、
緑
強
か
で
心
が
な
ご
み
ま

一

を
持
つ
日
本
有
数
の
鉱
業
地
帯
す
ね
。

一

と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
が
、
資
原
境
汚
染
が
進
む
今
日
に
お
一

源
の
枯
渇
に
よ
り
閉
山
と
な
り
い
て
、
こ
の
よ
う
な
場
所
を
い

一

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
鉱
つ
ま
で
も
子
孫
に
残
し
て
あ
げ
一

山
の
抗
迫
を
再
開
発
し
た
「
マ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
自
然

一

イ
ラ
ン
ド
尾
去
沢
」

が
オ
l
プ
の
風
物
を
大
切
な
友
と
し
て
、

一

ン
し
、
鉱
山
の
歴
史
を
伝
え
る
こ
れ
か
ら
も
っ
と
平
塚
の
こ
と

一

「鉱
山
地
底
博
物
館
」
に
多
く
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一

の
観
光
答
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

〈募
集
}
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

一

市
内
は
、
ど
こ
を
歩
い
て
も
諮
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。

一

樹
木
に
お
お
わ
れ
た
山
々
や
、
ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
平
塚
に
住

一

畳
か
な
田
園
の
広
が
り
、
澄
ん
ん
で
か
ら
の
感
想
を
お
寄
せ
く

一

だ
川
の
流
れ
を
自
に
す
る
こ
と
だ
さ
い
。

一

が
で
き
ま
す
。

O
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

一

@
平
塚
に
住
ん
で
の
感
想

町
9

1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

ト

平
塚
に
移
っ
て
来
て
約

一
年

課
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
係

“
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少
年
会
館
で
。
会
費
は
年

一
千

二
百
円。

問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
に
良

い
文
化
を
与
え
る
会
事
務
局

(
屯
話
ロ
l
七
六
二
六
)
へ
。

・
カ
ラ
オ
ケ
で
慰
問
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
平
塚
敬
友
会

で
は
、
会
口
を
募
集
し
て
い

る。
レ
ー
ザ
ー
カ
ラ
オ
ケ
機
鴇

一

式
を
持
参
し
て
、
福
祉
施
設
を

慰
問
す
る
会
。
練
習
は
中
央
公

民
館
(
第
1
土
曜
日
)
、
吉
沢

公
民
館
(
第
2
臼
雌
日
)
、
旭

北
公
民
館

(
第
4
田
町
臼
)
。

会
費
は
月
二
千
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
平
塚
敬
友
会
事
務
局
(
屯

話
回
l
三
四
八
七
)
へ
。

-
空
手
入
門
者
を
募
集

日
本
空
手
道
心
成
塾
で
は
、

空
手
道
教
室
を
聞
い
て
い
る
。

会
場
は
胃
少
年
会
館
で
、
練

習
は
小
学
生
(
日
曜
日
午
後
3

時
3
5時
)
、

中
学
生
以
上
の

方
(
金
晦
日
午
後

7
時
1
9

時
)
の
2
コ
1
ス
制
。
会
費
は

月
一
千
五
百
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
日
本
空
手

道
心
成
塾
事
務
局
(
也
話
乱
|

九
四
五
六
)
へ
。

-
野
球
審
判
員
を
募
集

平
塚
市
野
球
協
会
で
は
、
審

判
員
を
拡
鈍
し
て
い
る
。

四
歳
以
上
の
男
性
(
除
く
学

生
)
で
、
未
経
験
の
方
に
は
指

導
す
る
。
活
動
日
は
主
に
日
曜

日
で
、
平
塚
市
野
球
協
会
が
主

管
す
る
大
会
。

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
市
野

球
協
会
事
務
局
(
屯
話

n
lニ

ニ
九
二
)
へ
。

-
影
絵
と
紙
芝
居
の
会

サ
ー
ク
ル
一
寸
法
師
で
は
、

会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

影
絵
、
紙
芝
居
に
興
味
が
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
大
歓

迎
。
練
習
は
月
2
回

(
日
曜
日

午
後
2
時

3
4時
)
、
背
少
年

会
館
で
。

問
い
合
わ
せ
は
一
寸
法
師
事

務
局
(
電
話
詑
|
七
六
二
六
)

へ。。
サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
板

と
し
て
、
利
用
し
て
い
た
だ
く

コ
ー
ナ
ー
。
会
員
募
集
、
イ
ベ

ン
ト
案
内
な
ど
を
掲
蹴
。

・
送
り
先

一Tm平
塚
市
浅
間

町
9
1

1

平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係
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内
j
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一抗日必

i
p-
-
u

一正ちょん
W

④
発
達
に
つ
い
て
の
心
配
(
発
音
や
話
し
方

が
は
っ
き
り
し
な
い
、
ど
も
る
)

⑤
学
校
の
先
生
か
ら
の
相
談

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
・

保
護
者
や
教
師
な
ど
、
周
り
の
人
た
ち
の

だ
れ
も
が
、
子
供
の
よ
り
良
い
成
長
を
願
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
供
は
、
周
り
の
期

待
が
強
す
ぎ
た
り
、
お
互
い
の
聞
に
食
い
違

い
が
あ
っ
た
り
、

環
境
が
子
供
の
状
態
に
合

わ
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
教
育
相
談
で
は
、
こ
の
よ
う

な
子
供
の
状
況
を
で
き
る
だ
け
的
確
に
と
ら

え
、
相
談
に
み
え
た
ご
両
親
や
子
供
の
心
と

体
を
安
定
さ
せ
た
り
、
時
に
は
環
境
を
整
え

た
り
し
て
、

一
緒
に
解
決
の
手
立
て
を
考
え

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
子
供
が
自
分
の
力

で
問
題
(
課
題
)
に
立
ち
向
か
い
、
乗
り
越

え
て
い
く
の
を
時
聞
を
か
け
て
見
守
っ
て
い

き
ま
す
。

A
H

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(
崇
普
小
学

校
北
側
電
話
お
|
六

O
一
二
)

相
談
の
内
容

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
に
は
、
学
校

に
行
こ
う
と
し
て
も
行
行
な
い
A
さ
ん
、
一言

葉
の
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
B
君
、
家
で
は
元

気
な
も
の
の
学
校
で
は
口
を
き
か
な
い
C
さ

ん
、
落
ち
着
き
が
な
く
席
に
結
い
て
い
ら
れ

な
い
D
君
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
供
た
ち
が

毎
日
通
っ
て
来
て
い
ま
す
。

相
談
は
、
保
護
者
の
方
に
だ
け
で
は
な

く
、
子
供
自
身
に
対
し
て
、
遊
戯
療
法
(
プ

レ
イ
セ
ラ
ピ
l
)
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
個

別
指
導
な
ど
を
行
い
、
子
供
の
成
長
を
助
け

て
い
ま
す
。

相
談
の
内
容
は

①
子
育
て
の
心
配
や
不
安
(
落
ち
着
き
が
な

い
、
う
そ
を
つ
く
、
チ
ッ
ク
、
夜
尿
)

②
学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い
(
起
き
ら
れ
な

い
、
体
の
不
調
を
訴
え
る
)

③
学
校
生
活
で
の
心
配
(
友
達
が
で
き
な

い
、
学
習
に
つ
い
て
い
廿
な
い
、
給
食
が
食

べ
ら
れ
な
い
、
い
じ
め
)

。 申し込み ひらつか天城山荘

※申し込みは 6か 月前から受付

・電話 0558-87-1050

• FAX  0558-87-0557 

・住所干410-32 静岡県田方

郡天城湯ケ島町上船原1120ー 1

• 1泊 2食付き、大人4，05心円、子供3，530円
く〉問い合わせ交流親善課 (内線597)

x EIJ満室 ム印早めに申し込み在 O印まだ余裕がある
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シニアリーダーズクラブがお世話する

9月11日比)""12日(日)
午前 9時 30分 午後 1時

場所びわ青少年の家
・対象小学校 4 年生~6 年生

・募集人員と費用 45人(先哲順)、2，000円
・内容 野外炊事 、ヰャン ドル ファイ

ヤ一、レク リエーシ ョンゲーム等

・申し込み 苛少年会館にある「参加申

込 特Jに必要事項を記入し、参加貨を

添えて申し込みを。

・問い合わせ 青少年;m!(内線763)

日程
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至 。保 健セ ンター 平塚市中里 : 30分 ;・ 29日 5 年 5 月21 日~31 日 :・会場平塚保健所 ; 一一- zz 
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に
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す
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し
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識
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理
解
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め
る
た
め
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健
医
療
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を
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。

マ
日
程
、
内
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師
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に
よ
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外
傷
と
障
害
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田

幸
宏
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師

-
9
月
日
日

(
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く
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(
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期
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神
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生
猪
俣
丈
ニ
医
師
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叩
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日
日
(
月
)
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ス
解
消
法
荒
井
潔
医
師
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日
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四
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師
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塚
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・
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保
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・
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に
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い
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ず
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後
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5
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マ
会
場
保
健
セ
ン
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マ
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全
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き
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介
護
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室

家
庭
で
老
人
の
介
護
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行
っ

て
い
る
方
や
、
福
祉
に
関
心
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
介
護
者
教

室
を
聞
く
。

はがきに赤ちゃんの名前、性別、 生 年月 日と両親の住

所、 氏名、年齢、電話番号、会社名を 記入のうえご応

募ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんで・す。応 募

されたはがきは日掲載分は 1 日~15日締め切り、

15日掲載分は16日~月末締め切り)は、抽選に

より翌月の広報紙に掲載します。会送り先

〒254平塚市浅間町9- 1 平塚市広報

広聴醜「赤ちゃんのステージ」係
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消防職員採用試験の案内

食
べ
物
を
よ
く
か

ん
で
食
べ
る
こ
と
は

健
康
の
基
本
。
人
生

八
十
年
時
代
を
迎
え

て
い
る
日
本
だ
が
、

八
十
年
を
通
し
て
盟

か
な
食
生
活
を
営
み
、
日
常
生
活
を
活
発
に

送
る
た
め
に
は
、

二
十
本
の
歯
が
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

八
十
歳
、
九
十
歳
に
な
っ
て
も
全
部
自
分

の
歯
で
か
め
ま
す
よ
、
と
言
っ
て
い
る
よ
う

な
方
に
、
老
人
性
痴
呆
(
ほ
う
)
は
少
な
い
。

し
か
し
、

一
般
的
に
歯
の
寿
命
は
人
間
の
寿

命
に
比
べ
る
と
著
し
く
短
い
。

老
化
現
象
の
目
安
に
歯
と
回
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
手
入
れ
次
第
で
は
だ
れ
で
も
長
く
健

観光風景写生コンクールの募集

男子若干名

.資 格 ①短期大学及び高等学校を卒

業または平成6年 3月に卒業見込みの方で、

昭和43年 4月 2日以降に生まれた健康な方

②身長160cm、体重50kg、胸閤80cm以上で、

両眼とも禅眼視力が 0.6以上または概眼視力

が 0.1以上 で 、 か つ 矯 正 視 力 1.0以上、色

党及び聴力が正常な方

.第l次試験 9月11日凶

.申し込み 8月31日ωまでに試験申込哲

(庶務課に用意してある)を、本人が直綬

消防本部庶務課へ持参ずる。(内線387)

.募集人員

商業観光 開 (内線549)

身近な風景や観光行事などの写生作品を拡

鈍し、平塚の観光立伝に役立てる。

公主な景勝地 ・湘南平、湘南潮来、平塚砂丘

夕映え、森の前烏神社、八幡山公園、第降

りの滝、金目川と観音堂、 七国 峠 な ど

合主な行事・七夕まつり、花火大会、産業ま

つり、緑化まつり、 市民市、主主踊りなど

O応募上 の注意 ①対象は中学生以下、②ク

レヨン、クレパス、水彩、版画、油絵など

自由、③大きさは四つ切り以上

。 応募先 10月 1日幽までに、作品の裏面

に、画題、住所、氏名(ふりがな) 、学校

名、学年、屯話番号を記入し、 「〒254平

線市浅間町9-1平 塚市観光協会」または市

内 文具事務用品組合加盟I高へ。 ・問い合わせ
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